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▲参拝者を満開の桜がお出迎え（香取神宮）

▲水面にも桜が咲く（両総用水　出逢いの小路）

▲桜とよさこい、小見川名物の共演（水郷おみがわ桜つつじまつり）

満開の春、訪れ
　市内で桜が満開を迎え、各所に訪れたたくさんの見物客に春の到来を告げました。
　約1,000本の桜が咲く小見川城山公園では、4月1日から「水郷おみがわ桜つつじまつり」
が開催されました。4月3日には、おみが和よさこい会“和

わ
気
き
藹
あい
藹
あい
”やオミザイルによる

路上パフォーマンスが披露されたほか、噴水広場では、小見川吹奏楽団と小見川中学校吹
奏楽部が合同でお花見コンサートを行い、懐かしの名曲からアニメソングまで幅広い年代
が楽しめるプログラムを演奏。観客は桜を目で楽しみながら、息の合った演奏に耳を傾け
ました。
　また、清風荘では、花見客が野点の甘い和菓子と温かい抹茶で一休み。「まだ四分咲き
くらいだから、また来週末に来たいです」と話し、すっかり城山公園の桜に魅了された様
子でした。

水郷おみがわ 桜つつじまつり

楽しくホットなまちの話題をご紹介

▲個性的で多種多様な人形を展示

　佐原の町並み各所の商家に伝わるコレクションを展示している佐
原まちぐるみ博物館。4月9日から5月15日までは、古くから保管
している五月人形の展示を行う「佐原五月人形めぐり」の企画展示
が行われています。端午の節句に、男子の健やかな成長を願って飾
られてきた鎧

よろい
兜
かぶと
や刀、人形などの、時代を経てもなお色あせない精

巧な作りや鮮やかな色彩は必見。
　春は散策するのに絶好の季節。佐原の情緒ある町並みを楽しみな
がら、若草色のまねき布を探してみてはいかがでしょうか。

問佐原おかみさん会　☎080（5455）7577

精密極まる和の造形
佐原五月人形めぐり

邪気払いの獅子を御
ぎょ

する
浅黄の獅子舞

　岩部地区の祖
そ
波
ば
鷹
たか
神社では、毎年4月10日の「村

むら
祈
き
祷
とう
」にて、浅

黄獅子喜楽会による獅子舞の奉納が行われています。地域の安全を
祈願し境内で披露される布舞・幣

へい
束
そく
の舞・剣の舞・怒

おこ
りの四部構成。

そのうち、演目「怒り」は、荒れ狂う獅子の中に6人の若者が入り、
参拝者の頭を噛

か
んで回る演出が好評です。これは邪気を払っている

様子を表現しているのだとか…。地域の宝である子どもを狙って迫
りくる獅子に、驚いたり、泣き出したりする子もいましたが、大盛
況のうちに幕を閉じました。

▲邪気を払ってもらったらおひねりを口に

▲展示場所のまねき布

ここにも
春が
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特技は5時起き♪
今日も朝から絶好調☆

ヒーロー大好き♡
甘えん坊戦隊☆コーセーレッド!!

バナナ大好き♡
我が家で一番の食いしん坊！

電車や飛行機大好き♡
お歌も体が動きます♪

アンパンマンと
食べること大好き♡

遠
えんどう

藤 光
こう

絆
き

くん
1歳9 カ月（北）

パパ 友憲さん ママ 恵子さん

宮
みやもと

本 康
こうせい

生くん
1歳9 カ月（九美上）

パパ 将和さん ママ 園美さん

五
ご き た

喜田 陽
ひ

向
なた

くん
1歳9 カ月（新市場）

パパ 俊一さん ママ 和美さん

川
かわぐち

口 颯
そう

天
ま

くん
1歳10 カ月（一ノ分目）
パパ 隆博さん ママ 由紀さん

久
く ぼ き

保木 勘
かん

太
た

くん
1歳9 カ月（佐原イ）

パパ 渉さん ママ 麻衣子さん

個性豊かな「粋」ぞろい
大利根分館　印半纏の世界

　4月1日から県立中
央博物館大利根分館
で、背中や襟に屋号な
どを染め抜いた「印

しるし
半
ばん

纏
てん
」約40点が展示さ

れています。
　昭和初期のものを中
心に、佐原の町並み周
辺の商家や酒蔵はもち
ろん、眼科や神社など
が製作した半纏もあり
ます。いわゆる「お店」
以外のものが残っている理由は、当時、記念行事などで半纏を配ると
いう習慣があったからとのこと。アルファベットを用いるなど、工夫
を凝らしたデザインや試着コーナーも楽しめるトピックス展「印半纏
の世界」は5月8日まで開催中です。

▲旧佐原淑徳裁縫女学校などの半纏も

新しい楽しみがいっぱい
第一山倉小学校入学式

　4月8日、第一山
倉小学校で入学式
が行われ、新入生
14人が小学生とし
ての第一歩を踏み
出しました。初め
ての小学校、初め
ての学校行事、初
めての校歌。今ま
で経験したことが
ないことだらけの
一日に、新入生た
ちは緊張と不安の
面持ち。歓迎のあいさつをした木内紗良さん（6年）は「わからない
ことがあったら先生方や私たちに声をかけてください。明日から、一
緒に頑張りましょう」と、新入生の不安な気持ちを和らげていました。

▲真っ白な上履きで、今日から小学生

笑顔も届け 12年余り
移動ショップなかよし終了

　山田地区で地元住民が毎週火曜日、市内６カ所で移動販売を続
けてきた「移動ショップなかよし」が3月29日で終了となりました。
平成16年11月に始まった移動ショップは、買い物の場所を失った
高齢者のための取り組みでしたが、同時に地域住民の交流の場とも
なっていました。活動メンバーの一人奈良律子さん（山倉）は「移
動販売や語らいの場がますます必要とされる今、終わりにすること
は本当に残念」と話していましたが、従事者の高齢化などにより、
活動に終止符を打つこと
にしたそうです。開始以
来、毎週の楽しみだった
という女性は、「買い物の
後、地域のみんなとここ
でおしゃべりをしていた。
ゆっくり買い物もできて
よかったのに」と名残惜
しそうに最後の買い物を
していました。

▲商品は野菜、肉、魚、パン、惣菜など多岐にわたる

▲活動メンバーの4人（林勝子さん、奈良律
子さん、芦田富士世さん、増田和子さん）

水上を駆るボートの魅力
水の郷さわら6周年大感謝祭

　3月26日、27日
に道の駅・川の駅
水の郷さわらの6
周年を記念した大
感謝祭が催されま
した。会場ではガ
ラポン抽選会や地
元特産品の試食会、
モーターボート乗
船体験をはじめ楽
しいイベントが盛
りだくさん。モーターボートに乗り込んだ家族は、船の前後にバラン
スよく座ると良いとアドバイスを受け、「ここがいい！」とばかりに
自分の陣地を決める子ども主導で席についたら準備万端、にこやかに
手を振って、つかの間の水上旅行に出発しました。

▲「行って来ます～」


